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本日のテーマ

‣ メディア論 / メディア実装論 と私たち
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[A04] メディア・サイクル
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場
異なる分野の人々が 
集結するきっかけ

表現
思考交流の中で 
生まれる試行錯誤

創発
相乗効果と偶発で 
発生する融合分野

過去の創発が 
次世代の場へ

思考のつなぎ 
メディア化促進

各分野の融和

出力・共有

記録・蓄積

維持・継承



[A12] メディア・モデル
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メディア論
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A02 
個人の思考

A03 
主客・社会・世界

A04 
メディア・サイクル

A05 
記録と蓄積

A06 
観察と思考

A07 
美の普遍性

A08 
ゼロという概念

A11 
分別と合一

A12 
メディア・モデル

A13 
メディアと社会

メディアと人の営み メディアと思想と哲学 メディアモデル

A09 
存在とリアリティ

A10 
自我・自己・存在



メディア実装論
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A16 
ノート

A17 
メッセージング

A18 
コミュニティ

A19 
アーカイブ

A20 
マルチモーダル・メディウム

A21 
ヴァーチャル・リアリティ

A22 
マルチメジャー・メディウム

A23 
ビューティフル・エヴォケーション

A24 
メディア・インフラストラクチャ

A25 
メディア場

A26 
メディア表現

A27 
メディア創発

メディア実装の基礎 メディア実装の勘所 メディア実装の実践



まとめ
‣ メディア実装とは 

‣ 「複数分野の研究開発と実社会を結びつけて活性化し, 
　社会に有益な物事として実現すること」(2025渡邉) 

‣ → 誰かが喜ぶために広く知恵を集めて良い仕事をしよう 

‣ 個人の思いを社会実装に反映させるのは, メディア化した各接点である 
‣ 個人の発想を多く表現し, 他者と共にメディア化し, メディア実装していってもらいたい 

‣ どんな小さな場でも, どんな些細なメディア表現でも, それが全ての始まりだから
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本日の談義・考察一助

a. 質問「メディアとはなにか」に対し, どのように答えるか 

メディア論・メディア実装論を踏まえ, 各自の返事を考えてほしい 

b. メディア論/メディア実装論全体を通して不明点が有れば挙げてほしい 

c. メディア論/メディア実装論は活かせそうか, 意見が欲しい 

d. Creative Application全体を通して, 質問・意見・感想を挙げてほしい
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